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本リリースノートには、D-Link製スイッチのファームウェア更新に関する重要な情報が含まれています。 
ご使用のスイッチに対応するリリースノートであることを確認してください。 

- 新しいスイッチにインストールを行う際には、デバイス上のハードウェアバージョンの表示を確認し、
ご使用のスイッチがファームウェアのシステム要件を満たしていることを確認してください。ファー
ムウェアとハードウェアの互換性についての詳細情報は、“変更履歴とシステム要件”の項を参照して
ください。 

- 新しくリリースされたファームウェアへのアップグレードを行う場合は、”アップグレード手順“の項
を参照しながら正しい手順でファームウェアのアップグレードを行ってください。 

スイッチ本体に関する詳細な情報が必要な場合は“ユーザマニュアル”を参照してください。 
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変更履歴とシステム要件： 
ファームウェアバージョン リリース日付 モデル ハードウェアバージョン 

R1.02.B043 2025/7/30 DXS-3610-54T 
DXS-3610-54S A1 

 
 

アップグレード手順： 

CLIを使用したアップグレード手順： 

1. スイッチの RS-232シリアルポート（コンソールポート）と PCを接続し、ターミナルソフトウェア
を起動します。ターミナルソフトウェアの設定は下記の通りです。（本手順書ではターミナルソフトウ
ェアは Tera Termを使用しています。） 

 
- ボーレート：115200 
- データビット：8 
- パリティ：none 
- ストップビット：1 
- フロー制御：none 

 

 
2. 接続が正常に行われると、ユーザ名とパスワードの入力を求められます。管理者のユーザ名及びパス

ワードは、初期状態では登録されていませんので「enter」キーを 1回押し、ログインします。 
 

3. ログイン後は下記のコマンドを使用し、ファームウェアのアップデートを行います。 
コマンド 説明 
enable 特権レベルに移行します。 
configure terminal グローバルコンフィグモードに入ります。 

exit 現在のコンフィグモードを終了し、最後に使用したモー
ドに戻ります。 

copy tftp: //LOCATION/SOURCE 
SOURCE-URL flash: 
PATHPATH-FILEFILE-NAME 

スイッチにファームウェアをダウンロードします。 

boot image 次回の起動時にイメージファイルとして使用されるファ
イルを指定します。 

show boot 現在のブートイメージと設定ファイル名を表示します。 
reboot スイッチをリブートします。 
show version スイッチのバージョンを表示します。 

     次ページの例を参考にファームウェアのアップデートを行ってください。 
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例:  

（1） スイッチにファームウェアをダウンロードします。 

 
Switch>enable 

Switch# copy tftp: //10.90.90.100/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had flash: 

DXS3610_A1_FW1_02_B043.had 

 

Address of remote host [10.90.90.100]? 

Source filename [DXS3610_A1_FW1_02_B043.had]? 

Destination filename [DXS3610_A1_FW1_02_B043.had]? 

  Accessing tftp://10.90.90.100/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had... 

 Transmission start... 

 Transmission finished, file length 49992224 bytes. 

Please wait, programming flash.............. Done. 

 

（2） ブートアップイメージを指定します。 

Switch# 

Switch#configure terminal 

Switch(config)#boot image DXS3610_A1_FW1_02_B043.had 

Switch(config)#exit 

 

（3） ブートアップイメージを確認します。 

Switch#show boot 

 

Unit 1 

 Boot image: /c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had 

 Boot config: /c:/config.cfg 

 

（4） スイッチを再起動します。 

Switch#reboot 

Are you sure you want to proceed with the system reboot?(y/n) y 

Please wait, the switch is rebooting... 
 
注意： 
スイッチのアップグレード中及び再起動中に、電源を切らないでください。電源を切ると、起動に失敗し、
起動できなくなることがあります。故障の原因となりますので、ご注意ください。 
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（5） バージョンがアップグレードされていることを確認します。 

Switch>show version 

System MAC Address: AA-BB-CC-DD-EE-FF 

 

Unit ID 1 

  Module Name: DXS-3610-54T 

  H/W: A1 

  Runtime: 1.02.B043 

 

 Switch> 
            

 

 

Web GUIを使用したアップグレード 

1. Java SE runtime environmentをダウンロードして、お客様の PCにインストールします。 
 
2. システムの IPアドレスを指定してスイッチにアクセスします。デフォルトのシステム IPアドレスは

10.90.90.90です。 
 

3. お客様の PCから RJ45ネットワークケーブル経由でスイッチにアクセスできることを確認し、Web
管理画面からログインしてください。 
「User Name」(ユーザ名)と「Password」(パスワード)の初期値は「admin」です。 

 
4. HTTP、TFTP、FTP、RCPのいずれか経由でファームウェアアップグレードを実行します。 

 
HTTP経由でファームウェアアップグレードを実行する 
 
Tools > Firmware Upgrade & Backup > Firmware Upgrade from HTTPの順にクリックし、
必要な情報を入力します。 
 
  
 
 
 

 
- Unit: ユニットを選択します。 
- Source File：「ファイルの選択」をクリックしてローカル PC上のファームウェアファイルの場

所を指定します。 
- Destination File：ファームウェアが保存されるスイッチの場所を指定します。 

(例：c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had) 
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TFTP経由でファームウェアアップグレードを実行する 
 
Tools > Firmware Upgrade & Backup > Firmware Upgrade from TFTPの順にクリックし、
必要な情報を入力します。 
 
 
 
  
 
 
 

 
- Unit: ユニットを選択します。 
- TFTP Server IP: 「IPv4」または「IPv6」を選択し、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。 
- VRF Name（EI モードのみ）: VRF インスタンス名を入力します。 
- Source File：TFTP サーバ上にあるファームウェアのパスとファイル名を入力します。 
- Destination File：ファームウェアが保存されるスイッチの場所を指定します。  

(例：c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had) 
 
FTP経由でファームウェアアップグレードを実行する 
 
Tools > Firmware Upgrade & Backup > Firmware Upgrade from FTPの順にクリックし、
必要な情報を入力します。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
- Unit: ユニットを選択します。 
- FTP Server IP: 「IPv4」または「IPv6」を選択し、FTPサーバの IPアドレスを入力します。 
- TCP Port（1-65535）: TCP ポート番号を指定します。 
- User Name: FTP 接続に使用するユーザ名を指定します。 
- Password: FTP 接続に使用するパスワードを指定します。 
- VRF Name（EI モードのみ）: VRF インスタンス名を入力します。 
- Source File：FTP サーバ上にあるファームウェアのパスとファイル名を入力します。 
- Destination File：ファームウェアが保存されるスイッチの場所を指定します。  

(例：c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had) 
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RCP経由でファームウェアアップグレードを実行する 
 
Tools > Firmware Upgrade & Backup > Firmware Upgrade from RCPの順にクリックし、
必要な情報を入力します。 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
- Unit: ユニットを選択します。 
- RCP Server IP: RCPサーバの IPアドレスを入力します。 
- User Name: RCP 接続に使用するユーザ名を指定します。 
- VRF Name（EI モードのみ）: VRF インスタンス名を入力します。 
- Source File：RCP サーバ上にあるファームウェアのパスとファイル名を入力します。 
- Destination File：ファームウェアが保存されるスイッチの場所を指定します。  

(例：c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had) 
 

5. 「Upgrade」ボタンをクリックします。 
 

6. ステータス画面が表示されます。「Done.」（完了）ステータスが表示されるまで待機します。 
 
 
 
 

 
注意：ファームウェアのダウンロード中およびスイッチの再起動中に、電源を切らないでください。電
源を切ると、起動に失敗し、起動できなくなることがあります。故障の原因となりますので、ご注意く
ださい。 

 
7. Management > File Systemの順にクリックし、ブートアップイメージの指定を行います。 

以下の画面で Drive欄の C: をクリックします。 
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8. R1.02.B043のファームウェアが存在することを確認し、「Boot File」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 

9. R1.02.B043をブートアップファイルに指定し、「Apply」をクリックします。 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
- Unit：ユニットを選択します。 
- Boot Image：ブートイメージファイルのパスを入力します。 

(例：c:/DXS3610_A1_FW1_02_B043.had) 
- Boot Configuration：ブートコンフィグファイルのパスを入力します。 

 
10. ブートファイルの指定に成功すると「Success」と表示されるので、画⾯の「OK」をクリックします。 

 
11. スイッチを再起動します。 

Tools > Reboot Systemをクリックし、「Reboot」をクリックします。 
 
注意：スイッチの再起動中に、電源を切らないでください。再起動中に電源を切ると、起動に失敗し、
起動できなくなることがあります。故障の原因となりますので、ご注意ください。 

 
12. システムの再起動後にログインし、ファームウェアのバージョンがアップグレードされていることを

確認します。 
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追加機能： 
ファームウェア
バージョン 追加機能 

R1.02.B043 

1. ストームコントロールにおいて、しきい値設定で「0」の設定に対応致しました。 
2. TLS 1.2について以下の暗号化に対応いたしました。 

・ ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256 
・ ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384 

3. ファンの速度調整について、3段階から 5段階に更新致しました。 

 

MIBの変更点： 
ファームウェア
バージョン 変更点 

R1.02.B043 特になし 

 

CLIの変更点： 
ファームウェア
バージョン 変更点 

R1.02.B043 

1. storm-controlコマンドのしきい値設定で「0」の設定に対応致しました。 
2. ssl-service-policyコマンドで以下の暗号化オプションに対応致しました。 

・ ecdhe-rsa-aes-128-gcm-sha256 
・ ecdhe-rsa-aes-256-gcm-sha384 

 

修正した問題点： 
ファームウェア
バージョン 修正した問題点 

R1.02.B043 

1. Mgmt 0に IPv4アドレスが設定されていない場合、システムログ機能および SNMPトラップ機
能について、送信元インタフェースを指定しているにも関わらず、経路の出口の IPv4アドレス
が使用される問題を修正致しました。 

2. Ringトポロジのスタック構成でご利用の場合に、予約済みマルチキャスト宛てのパケットが重
複して送信される問題を修正致しました。 

3. スタック構成でご利用の場合に、スタックマスタの交代に伴い、OSPFの状態が Fullにならな
い問題を修正致しました。 

4. VLANインタフェースの Allowed VLANで指定される Vlanの数が 530を超える場合、WebUI
の「Configure VLAN Interface」画面で設定の変更ができない問題を修正致しました。 

5. MGMTインタフェースにデフォルトゲートウェイが設定されている場合、SNMPトラップおよ
びシスログが送信されない問題を修正致しました。 

6. IGMPスヌーピング/MLDスヌーピング機能で Fast Leaveを有効にしている場合、予期せぬ再
起動が発生する場合がある問題を修正致しました。 

7. マルチキャストフィルタリングモードの「Filter Unregistered」を設定した場合、マルチキャス
ト通信を適切に処理できない問題を修正致しました。 

8. SSH/Telnet接続が利用不可になる場合がある問題を修正致しました。 
9. WEB認証において、12桁の IPアドレスが設定された仮想 URLへ接続を行った場合、システ

ムが再起動する問題を修正致しました 
10. IPv6 LLAパケット増加時、OSPFネイバがダウンする問題を修正致しました。 
11. SSHセッションが適切に終了せず、CPUが高負荷状態になることがある問題を修正致しまし
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た。 
12. CLIを使用して多数の VLANおよび VLAN名を設定し、保存、再起動を実行後、システムが繰

り返し再起動する場合がある問題を修正致しました。 
13. SFPモジュールの抜き差しやコマンドによる設定を同時/繰り返し行った場合、システムが再起

動する場合がある問題を修正致しました。 
14. VPLSトンネルが利用不可となる場合がある問題を修正致しました。 
15. システム再起動後に"mac-address-table static"が無効になる問題を修正致しました。   

 

既知の問題： 
ファームウェア
バージョン 問題点 

R1.02.B043 1. 何度も連続して再起動を行った場合に、ごく稀に起動に失敗することがある問題（チップ制限） 
解消方法：再度、再起動することで解消します。 

Copyright 2025 D-Link Japan K.K.  
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